
協力（五十音順）
　　　�石巻市教育委員会（羽黒下遺跡）岩沼市教育委員会（熊野遺跡）気仙沼市教育委員会（緑館遺跡）仙台市教育委員会（川前遺跡、西台畑遺跡、若林城跡）多賀城跡調査研究所（多賀城跡）

多賀城市教育委員会（八幡沖遺跡、内館館跡）東北大学大学院文学研究科考古学研究室（野川遺跡）東松島市教育委員会（江ノ浜貝塚）山元町教育委員会（犬塚遺跡、合戦原遺跡）
� 文化財保護課のホームページアドレスは、http://www.pref.miyagi.jp/bunkazai/index.htm

　埋蔵文化財は、国や地域の歴史と文化の成り立ちを明らかにするうえで欠くことのできない国民共有の財産であり、また、これらを解明す
るうえで発掘調査は必要不可欠なものです。このため、文化庁では「発掘現場から　文化力」のロゴマークを作成し、広くロゴマークを推奨し
活用することで、国民や地域住民に埋蔵文化財や発掘調査に対する正しい理解と協力を促進することを目的としています。背景のカラーは発
掘調査にふさわしい茶系統を使用しています。

時代 世代 日本の主な出来事 パネル番号

旧石器 約650万年前
約3万年前

アフリカで人類が誕生する
後期旧石器時代が始まる

縄文
約1万2千年前

約5000年前

土器・弓矢が出現する

三内丸山遺跡（青森県）で集落が営まれる

　①
★②
　③

弥生 紀元前400年頃 東北地方で米作りが始まる

古墳 紀元後300年頃 豪族が盛んに古墳を造る　

★④
　⑤
　⑥
★⑦
★⑧
　⑨

★⑩
　⑪
★⑫

飛鳥 607年
645年

推古天皇、小野妹子を隋に遣わす（遣隋使）
大化の改新が起こる

奈良
710年
724年
752年

平城京（奈良市）に都を移す
多賀城が築かれる
東大寺の大仏が完成する

平安
794年
869年
894年
1167年

平安京（京都市）に都を移す
貞観大地震で多賀城が大きな被害を受ける
遣唐使の派遣が停止される
平清盛が太政大臣となる�

鎌倉 1192年
1274・1281年

源頼朝が征夷大将軍になる
文永・弘安の役（元寇）が起こる

★⑬
　⑭

室町 1338年
1467年

足利尊氏が室町幕府を開く
応仁の乱が起こる

安土
桃山

1590年
1600年

豊臣秀吉が天下を統一する
仙台城の築城始まる

江戸 1603年
1611年

徳川家康が江戸幕府を開く
慶長三陸地震津波で仙台平野が大きな被害を受ける

　⑮

明治 1868年
1876年

明治維新
明治天皇が東北を巡幸する。江戸時代

鎌倉～室町時代

　東日本大震災によって甚
じん

大
だい

な被害を受けた沿岸市町では、土地
区画整理などの新たな街づくりや、道路建設、鉄道移設などの大
規模な復興事業が本格化し、また、個人住宅や企業の再建等も進
められています。
　こうした復興事業が遺跡と重なることが多くありますが、宮城
県では、被災地の一日も早い復興と地域のかけがえのない歴史的
遺産（遺跡）の保護の両立を目指し、関係機関と協議を重ね、迅速
な調査に取り組んでいます。

平成27年度 宮城の発掘調査パネル展
宮城県教育庁文化財保護課

　宮城県には、旧石器時代から明治時代まで約6,200 ヶ所の遺跡があります。これらは私たちの祖先が残した貴重な遺産であり、大切に保存し
後世に伝えていくことは私たちの責務と考えております。
　県教育委員会は、これらの保護と活用に全力をあげて取り組んでおりますが、やむを得ず開発に伴って姿を消す遺跡もあり、それに対しては、
発掘調査を実施して記録に残しています。
　このたび、平成27年度に行った発掘調査の中で、特に注目すべき成果のあった遺跡や遺物をパネルで紹介することにいたしました。また本
県では、東日本大震災の復興事業に伴う発掘調査が続いており、県教育委員会は全国から集まった派遣職員の支援を得て、調査の早期終了を目
指しています。今回は、こうした遺跡の調査成果も取り上げています。この機会に遺跡に親しみ、文化財の保護に対して理解を深めていただけ
れば幸いです。
　今回の展示にあたって快く御協力をいただきました各教育委員会・機関に対し、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

★�印は、東日本大震災の
復旧・復興調査

東日本大震災からの復興と遺跡調査⑴

平安時代の大型建物跡を発見 平安時代の儀式の跡か

中世の竪
た て

穴
あ な

建物跡 若林城の大規模な造営と改修工事

【復興調査】災害公営住宅整備事業
　10世紀後葉の四

し

面
めん

庇
ひさし

付
つき

掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物
跡が発見されました。また建物跡の約
20m南に位置する土

ど

坑
こう

からは、建物と
同時期の土器が大量に出土しました。四
面庇付建物は格

かく

式
しき

が高いとされており、
そこで行われた儀式や宴会で使用され
た食器がまとめて捨てられた可能性が
考えられます。

⑫八
や

幡
わ た

沖
お き

遺
い

跡
せ き

（多賀城市）

◎調査体制の強化
　平成24年度以降、全国から発掘調査専門職員の派遣を受けて
調査員を増員し、復興事業に伴う調査に対応しています。
　平成27年度は、調査を担当する県教育委員会に対して、計12
名の専門職員の方が支援に来ています。

【H27派遣職員】（11県1市から）
　山形県　新潟県　千葉県　群馬県
　長野県　岐阜県　兵庫県　岡山県
　山口県　佐賀県　宮崎県　新潟市

◎発掘調査の迅
じん

速
そく

化
か

　復興事業に伴う調査においては、通常の発掘調査基準を弾力
的に運用し、原則として遺跡が壊される範囲のみを調査対象と
することによって盛土施

せ

工
こう

部分や工事の掘削が及ばない下層の
調査等を省き、調査期間の短縮を図っています。

復興事業の促進と遺跡保護の両立を目指して

　奈良・平安時代の城
じょう

柵
さく

である新
にい

田
たの

柵
さく

跡の南面にあり、これまで柵跡に関連
すると考えられる道路跡や建物跡群が確認されています。新田柵跡に隣接
した場所で、10世紀前葉の大型の建物跡が見つかりました。この時期の建
物跡としては最も大きなもので、中心的な施設であった可能性があります。

⑪団
だ ん

子
ご

山
や ま

西
に し

遺跡（大崎市）

【復興調査】�被災ほ場整備事業
　水田地帯で複数の溝跡の存在を示すソイルマークが認められました。
実際に調査を行ったところ、幅2～4mの堀跡が発見され、三重の堀で囲
まれた主

しゅ

郭
かく

と二重の堀で囲まれた副
ふく

郭
かく

からなる東西南北ともに約120m
の範囲に及ぶ中世の館

たて

跡
あと

であることが分かりました。堀跡からは高級な
中国産青

せい

磁
じ

の破片などが出土しており、館の暮らしぶりがうかがえます。

⑬内
う ち

館
だ て

館
た て

跡
あ と

（多賀城市）

　竪
たて

穴
あな

建物跡が発見され、床面付
近から鎌倉時代に中国から輸入
された青

せい

磁
じ

碗
わん

の破片が出土しまし
た。遺構の形状や炉

ろ

跡と見られる
焼土の分布が確認されたことなど
から、倉庫または工房として使わ
れていた可能性が考えられます。
　同様の遺構は東北では青森・秋
田など北東北で多く、南東北では
少ない傾向があります。

⑭熊
く ま

野
の

遺跡（岩沼市）

水田に浮かび上がる館
たて

跡
あと

の姿

東日本大震災からの復興と遺跡調査⑵

直径2.8m、深さ0.6mの土
ど

坑
こう

から、
103点の土器が出土しました。土器
はロクロで作られた素焼きの坏

つき

や高
こう

台
だい

付
つき

坏
つき

がほとんどを占めていました。

周溝周溝

柱穴柱穴

柱穴柱穴

柱穴柱穴
柱穴柱穴

柱穴柱穴

焼土焼土

◇宮城県教育委員会の調査体制

宮城県（※） 派遣職員 計

H24（上半期） 23 9 32

H24（下半期） 23 17 40

H25 23 24 47

H26（上半期） 23 17 40

H26（下半期） 23 18 41

H27 23 12 35

　　　　　※文化財保護課調査担当職員� 22名
　　　　　　東北歴史博物館（協力）� 2名
　　　　　　多賀城跡調査研究所（協力）� 1名

柱穴は一辺1～ 1.5mの方形で、径25cm
の柱材が残っていました。また、底面に
木材を敷き並べたものも見つかりました。

0 20km

○

○
山形県

大崎市

○

○

◎
仙台市

○
山元町

多賀城市

福島県

岩手県秋田県

N

石巻市

気仙沼市

南三陸町

○

竪
たて

穴
あな

建物跡は、長
軸3.9ｍ、短軸2.4
ｍ、深さ0.4ｍの
長方形で、5つの
柱
ちゅう

穴
けつ

､ 周
しゅう

溝
こう

、焼
しょうど

土の分布が確認
されました。

鎌倉時代に中国で生産された青磁（中
国浙

せっ

江
こう

省
しょう

龍
りゅう

泉
せん

窯
よう

産の鎬
しのぎ

蓮
れん

弁
べん

文
もん

青
せい

磁
じ

碗
わん

）片

　刈り取り後でも稲の色の違い（ソイ
ルマーク）がわかります。延長線上の
調査区内からは、はっきりと堀の跡が
確認できました。

　航空写真では、稲の生育状況の違いから、堀跡の部分だけ葉の
色が濃くなっていることがわかります。こうした現象はソイルマー
クと呼ばれ、遺跡を発見する目安となります。(提供：多賀城市)

調査と並行して進む災害公営住宅の造成
（多賀城市八幡沖遺跡）

高台移転先の丘陵斜面で、古墳時代の住居跡を調査
（気仙沼市緑館遺跡）

現地説明会で、縄文時代や中世の遺構を一般公開
（石巻市羽黒下遺跡）

斜面での大規模な横穴墓群の調査
（山元町合戦原遺跡）

JR常磐線の復旧工事に伴う調査
（山元町犬塚遺跡）

全国から集まった職員を紹介
（山元町合戦原遺跡）

遺跡全景（南東から）

大型の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物跡。南北
13m、東西10.5m。東西に
庇
ひさし

を持つ建物と考えられ、一
度建て替えられています。
（上が北）

四面に庇
ひさし

のついた掘
立柱建物跡で、大きさ
は東西10.5m、南北
9.3m。（北東から）

　若林城跡の北東部を調査し、表
おもて

御
ご

殿
てん

の北端に位置する建物や塀
へい

跡、石
いし

組
ぐみ

溝
みぞ

跡、六
ろく

郷
ごう

堀
ぼり

跡のほか、若林城の造営以前の河川跡が発見
されました。河川跡と六郷堀跡の位置関係から、築城時に河川を埋
めて堀を作る大規模な土木工事を行っていたことが分かりました。
また、築城当初の塀を壊して、排水路（石組溝跡）をつくる改修工事
がおこなわれていたことも判明しました。

⑮若
わ か

林
ばやし

城
じょう

跡
あ と

（仙台市）

若林城の造営以前に流れていた河川
跡と六郷堀跡(西から )

調査区の全景。石組溝跡(排
水路）が六郷堀跡に接続してい
ます。重複関係から石組溝跡
は塀跡より新しいことがわか
ります。（北から）

若林城の遺構配置図

大型の建物跡

新田柵跡

団子山西遺跡

南北道
路

東西方向の道路

土坑土坑

建物跡建物跡

主郭

副郭

ソイルマーク

堀跡堀跡
堀跡堀跡

塀跡 表御殿建物
石組溝跡

六郷堀跡

六郷堀跡六郷堀跡

河川跡河川跡

河川跡河川跡

今回の調査区

表御殿表御殿六郷堀跡

河川跡

写真の方向
　　↓
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◆国
こく

府
ふ

：国を治める役所。陸奥国は724年以降、多賀城におかれた。　◆築
つい

地
じ

塀
べい

：屋根をふいた土
ど

塀
べい

。　◆ 城
じょう

柵
さく

：古代日本の東辺や北辺につくられた役所兼軍事施設。国府の出先的性格をもつため、国府の上級官人である国司が長として派遣された。　◆土
は

師
じ

器
き

：弥生時代の製作技術を受け継ぐ、赤褐色や黄褐色の素焼きの土器。　◆須
す

恵
え

器
き

：窯によって1000℃以上の高温で焼かれた灰色の硬い土器。用語解説

����縄文時代

古墳時代

奈良～平安時代

牡鹿半島の縄文集落

縄文人による空間利用の移り変わり

豊富な副葬品をもつ横穴墓群

平安時代の官営製塩場

【復興調査】�被災堤防復旧
　海岸沿いの3か所で、炉

ろ

の構築材とみられる凝
ぎょう�かい�がん

灰岩や
多量の製塩土器が出土しました。周辺には製塩中にで
きた成分が漆

しっ

喰
くい

状
じょう

の塊
かたまり

となって広がり、繰り返し製塩が
行われたことを示しています。また、役所との関わりを
示す石

せき

帯
たい

のほか、卜
ぼっ

骨
こつ

や墨
ぼく

書
しょ

土器が出土しており、官営
の製塩場であった可能性があります。
石帯：役人の腰帯の飾り/卜骨：焼いたひびの跡から吉凶を占った獣骨

古墳時代の住居跡を調査 役所を支えた集落で井戸跡を発見

古代の鉄生産

国府南面の守りを固める櫓
やぐら

跡横穴墓に刻まれた来世への願い

　縄文時代後期 (約4000年前 )の竪
たて

穴
あな

住居跡3軒と遺
い

物
ぶつ

包
ほう

含
がん

層
そう

（捨
て場）が発見されました。竪穴住居跡は重複しており、同じ場所で
建て替えがおこなわれ、中には石を並べた石

いし

囲
がこい

炉
ろ

をもつものも認
められます。これらの住居から20mほど離れた場所では捨て場が
形成されました。その後、晩期（約3000年前）になると住居のあっ
た場所が捨て場へと変わったことが分かりました。

③川
か わ

前
ま え

遺跡（仙台市）

【復興調査】防災集団移転促進事業
　古墳時代後期（7世紀）の竪

た て

穴
あ な

住居
跡が発見されました。一辺6～ 7m
の方形で、4本の柱で屋根を支え壁際
にカマドをもつ構造です。また床か
ら紡

ぼ う

錘
す い

車
し ゃ

が出土しました。この時期
の住居跡が調査された例はこの地域
ではほとんどなく、当時の暮らしぶ
りを具体的に示す貴重な例です。

　飛鳥・奈良時代の役所跡である国
史跡郡

こおり

山
やま

官
かん

衙
が

遺跡の西に隣接する集
落跡で、井戸跡が2基発見されまし
た。この時期の井戸は、役所やそれ
に直接かかわる場所から発見される
ことがほとんどであることから、本
遺跡が役所を支えた人々の集落跡で
あったと考えられます。

④緑
みどり

館
た て

遺跡（気仙沼市） ⑤西
に し

台
だ い

畑
ばたけ

遺跡（仙台市）

県内最古の竪
たて

穴
あな

住居跡

【復興調査】�防災集団移転促進事業
　古墳時代後期から奈良時代にかけての横

よこ

穴
あな

墓
ぼ

が54�基発見されました。土
は

師
じ

器
き

・須
す

恵
え

器
き

・玉類・刀類のほか、鉄製・銅製馬具や装飾付金銅製大
た

刀
ち

などの豊富
な副
ふく

葬
そう

品
ひん

が出土し、横穴墓の被
ひ

葬
そう

者
しゃ

像を考える上で重要な成果が得られました。

⑦合
か っ

戦
せ ん

原
は ら

遺跡（山元町）

⑩江
え

ノ
の

浜
は ま

貝塚（東松島市）

　縄文時代草
そう

創
そう

期
き

（約1万3000年
前）の竪

たて

穴
あな

住居跡が県内で初めて発
見されました。県内最古の住居跡で
す。すぐそばで焼

しょう

礫
れき

群
ぐん

が確認され、
周辺から狩猟に使われた石

せき

鏃
ぞく

、皮な
めしや道具の加工に用いられた石器
などが出土しました。縄文時代最初
期の居住地の様子を示す貴重な調査
成果です。

①野
の

川
が わ

遺跡（仙台市）
【復興調査】�防災集団移転促進事業
　縄文時代前期～中期（約7000 ～
5000年前）の竪

たて

穴
あな

住居跡と遺
い

物
ぶつ

包
ほう

含
がん

層
そう

（捨て場）などが発見されました。遺
物包含層からは多くの土器・石器がま
とまって出土したほか、土

ど

偶
ぐう

・石
せき

棒
ぼう

な
ど祭りに使う道具や耳

みみ

飾
かざ

り・土製の勾
まが

玉
たま

など装飾品も出土し、当時の人々の
生活を知ることができます。

②羽
は

黒
ぐ ろ

下
し た

遺跡（石巻市）
　古墳時代後期から奈良時代の製

せい

鉄
てつ

炉
ろ

跡3基、木
もく

炭
たん

窯
がま

跡22基、木
もく

炭
たん

焼
しょう

成
せい

土
ど

坑
こう

（木炭を焼いた小規模な穴）数十基が
発見されました。出土した土器や製鉄
炉・木炭窯の形状から、7世紀末頃には
製鉄が開始されていたものと考えられ
ます。山元町内では古代の製鉄関連遺
構が多数確認されており、この地域へ
の鉄生産の導入と大規模に展開してい
く過程が明らかになってきました。

⑥犬
い ぬ

塚
づ か

遺跡（山元町）
「箱形炉」とよばれる製鉄炉跡が2基並んでいる様子

東西10mの製塩遺構が3か所で確認されました。
（北西から）

【復興調査】�防災集団移転促進事業
　横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

群の中で最大規模の玄室から「線
せん

刻
こく

画
が

」（岩に線を
刻んで描いた絵）が発見されました。複数の人物や鳥とみ
られる表現のほか様々な図像が認められます。県内ではこ
れほど多様な例は稀で貴重な発見です。線刻画は人々の他
界観・来世観を示すものとされていますが、本遺跡の線刻
画には表現が不明なものが多く、今後の解明が待たれます。

⑧合
か っ

戦
せ ん

原
は ら

遺跡（山元町）

玄
げん

室
しつ

(遺
い

骸
がい

を安置した部屋 )の奥壁に
刻まれた線

せん

刻
こく

画
が

。側
そく

壁
へき

・天
てん

井
じょう

にも線刻
とみられる痕

こん

跡
せき

がありました。玄
げん

門
もん

（玄室の入口）では装飾付金銅製大
た

刀
ち

も
出土しています。玄室は奥行き3.0ｍ、
幅3.3ｍ、高さ1.7mほどで、今回の調
査で確認されている54基の横穴墓の
中では最大のものになります。

　陸奥国府多賀城外
がい

郭
かく

南辺で築
つい

地
じ

塀
べい

跡と櫓
やぐら

跡が発見されました。櫓は初
め掘

ほっ

立
たて

柱
ばしら

式で塀をまたいで建てら
れましたが、その後に礎

そ

石
せき

式へと改
修されました。最後には礎石式で片
側を築地塀本体で支える櫓へと建て
替えられたと考えられます。東北地
方の古代城

じょう

柵
さく

では礎石式の櫓は非
常に珍しく、またその全容が発掘調
査で確認されたのは初めてです。

⑨�特とく別べつ史し跡せき多
た

賀
が

城
じょう

跡
あ と

（多賀城市）

築
つい

地
じ

塀
べい

基底部と最後の段
階の櫓

やぐら

跡。東西方向に延
びる築地塀の北側に礎

そ

石
せき

や根
ね

石
いし

が等間隔に並び
ます。櫓の規模は東西
9.6m、南北2.1m以上。
（北東から）

築地塀の構造

調査地点調査地点

土手状に残る築地塀跡土手状に残る築地塀跡

政庁政庁
南門南門

寄柱

土留めの杭

基礎盛土

築地塀両脇の整地

湿地

土留めの杭

築地塀本体

築地塀の構造

犬走り

（約 15m）

▶

竪
たて

穴
あな

住居跡は、直径3mの円形をしており、ほぼ中央に直
径60㎝の石

いし

囲
がこい

炉
ろ

がみつかりました。

古墳時代後期（7世紀）とみられる竪
たて

穴
あな

住居跡（南西から）

横穴墓群の全景(南から )

装飾付金銅製大
た

刀
ち

副葬されていた様々な須
す

恵
え

器
き

蕨
わらび

手
て

刀
とう

（古墳時代終末期に東北地方を
中心に作られた鉄製の刀）

方形の竪
たて

穴
あな

住居
跡が密集する中
で井戸跡が発見
されました。

斜面途中のテラス状の場所でみつ
かりました。

井戸枠は半円形の木材の内側を刳
く

りぬいた弧
こ

状
じょう

の材を2つ用いたもので径0.5m、深さは2.2m、
底には石が敷かれていました。井戸内からは5個
体以上の土

は

師
じ

器
き

甕
かめ

と大きな河原石がみつかり、こ
れらは廃絶時の儀礼によるものとみられます。

掘り下げる前の竪
たて

穴
あな

住居跡。長軸2.5m程の楕
だ

円
えん

形
けい

で、住居を埋めている土からは土器片が多数出土しました。 遺跡は、牡
お

鹿
しか

半島の小
こ

渕
ぶち

浜
はま

を一望できる丘
きゅう

陵
りょう

に位置しています。

　スクレイパーや箆
へら�がた

形石器は皮なめしに用いられました。矢
や�がら�けん�ま�き

柄研磨器
はこの時期に特有の石器で、砥

と�いし

石として使われたと考えられます。本
遺跡のものは県内初で、長さ17.5cm、全国で３番目の大きさです。

　約30点の礫が1m程の範囲にまとまっていました。
礫は火の熱を受けています。

土器は、潰
つぶれ

れた状態で出土しているもの
もあり、元々の形を知ることができます。

イノシシの顔の形をした土器の飾
りも見つかっています。

矢柄研磨器

石鏃

エンド・スクレイパー

スクレイパー

箆形石器

や   がら けん   ま    き

せき ぞく

へら がた せっ  き

縄文時代後期の捨て場

縄文時代晩期の捨て場

縄文時代後期の住居

炉焼面
焼土
炭化物範囲

０ 10ｍ

川前遺跡の遺構配置図

繊維

回転により繊維が
撚れて糸ができる

できた糸を
巻き取るところ

紡錘車

軸が回転

粘土を焼いて作った紡錘車
（糸巻きの軸につける弾

はず

み車）

製鉄炉の周辺には燃料を作る木
炭窯が分布しています。

箱形の製鉄炉に砂鉄
と木炭を交互に入れ
て燃焼し、炉の両側の
穴に不純物（鉄

てっ

滓
さい

）を
流し出します。最後
に炉を壊して残った
鉄を取り出します。

木炭窯イメージ図

製鉄に関わった人たちの竪
たて

穴
あな

住
居跡も24軒見つかりました。

製鉄炉跡製鉄炉跡

砂鉄
木炭

箱形炉のしくみ

復元イメージ図(提供：多賀城市教育委員会 )

金銅張りの花形 杏
ぎょう

葉
よう

とよばれる馬の装飾具

鐙
杏葉

杏葉

（ 『日本馬具大鑑』　第１巻　1990　を複製・加筆）

長頸瓶提瓶
ていへい

ちょうけいへい

はそう

フラスコ
形瓶



坏
つき

東端の製塩
遺構（西か
ら）と製塩
土器

出土した遺物
（縮尺不同）

鳥とみられる表現

奥壁で確認された線刻画の概要

調査地点はかつての沢部分。現在でも築地
塀の名残が土

ど

手
て

状に残ります。（南東から）

土器片が多く出土
している箇所
土器片が多く出土
している箇所

竪穴住居跡

遺物包含層
  （捨て場）
遺物包含層
  （捨て場）

竪穴住居跡竪穴住居跡

人

人 鳥？

横穴墓の模式図と各部名称

羨道 玄門 玄室

側面図（横からみた図）

平面図（上からみた図）

墓道

閉塞溝閉塞石

天井

側壁

側壁

奥
壁

築地
塀本
体

築地
塀本
体

礎石の根石

礎石

礎石

製塩遺構製塩遺構

漆喰状の塊の分布漆喰状の塊の分布

製塩土器

石帯 墨書土器「家」

卜骨

横穴墓から出土した銅
製壺
つぼ

鐙
あぶみ

。馬具の一つで、
鞍
くら

の両わきに下げて足
を踏みかけるものです。

カマドの
側壁の位置 柱穴 柱穴

柱穴柱穴

そくへき
カマドの
側壁の位置 柱穴 柱穴

柱穴柱穴

そくへき

井戸跡
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